
大学生ボランティアによる環境保全活動
～琵琶湖を守るための第一歩～

立命館大学 2年 奥田 先葉

京都外国語大学 3年 田邊有香



とは

国際協力災害救援 環境保護 子どもの教育支援 地域活性化

→NPO法人国際ボランティア学生協会（International  Volunteer University  Student Association）

全国約 80大学、大学生 2,500人が所属。共に生きる社会を目指して、5分野で活動を展開。

びわ湖ではMLGs達成を目指して

・子どもの環境イベント

・外来水草除去

・湖岸ごみ清掃

などの活動を展開中
子どもの環境イベント 外来水草除去 湖岸ごみ清掃



立命館大学２年 奥田先葉

特定外来生物
オオバナミズキンバイ除去活動



社会に貢献したい！

▷IVUSAに入会

環境問題を自分の目で確かめたい！

▷オオバナミズキンバイ除去活動に参加

自己紹介

立命館大学理工学部 環境都市工学科
2年
奥田先葉（おくだゆきは）



✓黄色い花

オオバナミズキンバイの脅威

✓凄まじい繁殖力

－航行障害

－生態系の破壊

南米原産の外来種で、2009年に琵琶湖南部で発見、2014年に特定外来生物に指定



先輩から聞いたこと
2013年活動開始「学生の力で琵琶湖を守りたい」

ヨシ植栽地などに残存しており、完全除去には至ってない。



はじめて活動に参加

琵琶湖を守るためにもっとできることはないか！▷運営メンバーに参加

2021年11月 近江八幡市ヨシ植栽地



はじめての企画・運営

琵琶湖全域に拡散の危険

2022年10月高島市にオオバナの大群落が存在
除去方法について関係者と調整、仲間とともに完全除去に向けた戦略立案や現場下見



高島市ヨシ植栽地オオバナミズキンバイ除去活動
2022年 11月19日,20日の2日間、滋賀県庁,高島市役所,IVUSA 計56名で実施



成果
2,000㎡のオオバナ大群落を完全除去



今後の展望

「楽しく環境保護」広報活動への積極的な参加活動の意義を共有

▽ ▽ ▽

環境問題を
自分事として捉える

ともにMLGs達成へ貢献 継続して活動
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京都外国語大学3年 田邊 有香



京都外国語大学3年
田邊 有香（たなべ ありか）

◎自己成長をしたい！

◎滋賀出身在住、滋賀が大好き！

◎琵琶湖についてもっと

知りたい知ってほしい！

びわ湖の研究者になろうツアーの
運営メンバー

▶自己紹介

▼



▶びわ湖の研究者になろうツアーとは

滋賀県庁職員等10名、IVUSA学生34名で8つのアクションを企画を提案！

びわ湖の研究者になろうツアーが優勝！

▼

2021年6月 MLGsのアクションについて考えるワークショップを実施



▶びわ湖の研究者になろうツアーとは

琵琶湖の環境学習イベント！

MLGsに即したフィールドワーク・実験、発表会

②答えを
探究

①答えを
教えない

好奇心
探究心

UP!

研究者を体験できるようなイベント！



【第一弾】手作り浄水場を作ってみよう！ 2022年3月20日 ブランチ大津京

▶活動紹介



【第二弾】家棟川探検隊！水と生き物を調べてみよう！ 2022年10月30日 野洲市

▶活動紹介



▶参加しての感想

《保護者の声》

◎子ども達が興味津々に

観察したり、話を聞いている

様子を見られて良かった！

◎子ども達がみんなの前で、

得た気づきを発表することが

出来て、とても良かった！



▶運営しての感想

難しい 学び可能性

子ども達に答えを自主的に考

えてもらうためのプログラム作

りに頭を悩ませた。

楽しみながら疑問を持ったり

考察している姿を見て、子ども

達の無限の可能性を感じた。

MLGsの取り組みに関わり、

自身も琵琶湖について深く考

える機会になった。

▼

IVUSA学生としてだけでなく、滋賀県民として今後も琵琶湖の環境問題に目を向けていきたい！

次回は、水に向けていた視点を変え、「森」をテーマに次回案を構想中
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